
図面
番号

備　考
図面
番号

備　考

1 橋梁一般図(本線P6-P10径間) 31 BP1橋脚配筋図 ( その 1 )

2 橋梁一般図(Bランプ) 32 BP1橋脚配筋図 ( その 2 )

3 下部工位置図(本線P6-P10径間) 33 BP1橋脚配筋図 ( その 3 )

4 下部工位置図(Bランプ) 34 BP1橋脚配筋図 ( その 4 )

5 P7橋脚構造図 35 BP1橋脚鋼管杭詳細図

6 P7橋脚配筋図 ( その 1 ) 36 BP1橋脚土留工詳細図

7 P7橋脚配筋図 ( その 2 )

8 P7橋脚配筋図 ( その 3 )

9 P7橋脚配筋図 ( その 4 )

10 P7橋脚配筋図 ( その 5 )

11 P7橋脚配筋図 ( その 6 )

12 P7橋脚配筋図 ( その 7 )

13 P7橋脚鋼管杭詳細図

14 P7橋脚土留工詳細図

15 BA1橋台構造図 ( その 1 )

16 BA1橋台構造図 ( その 2 )

17 BA1橋台配筋図 ( その 1 )

18 BA1橋台配筋図 ( その 2 )

19 BA1橋台配筋図 ( その 3 )

20 BA1橋台配筋図 ( その 4 )

21 BA1橋台配筋図 ( その 5 )

22 BA1橋台配筋図 ( その 6 )

23 BA1橋台配筋図 ( その 7 )

24 BA1橋台配筋図 ( その 8 )

25 BA1橋台配筋図 ( その 9 )

26 BA1橋台配筋図 ( その 10 )

27 BA1橋台鋼管杭詳細図

28 BA1橋台土留工詳細図

29 BA1橋台背面排水工計画図(参考図)

30 BP1橋脚構造図
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橋梁一般図 S=1:500

Bor.R1-3
孔口標高H=0.90m
掘 削 長L=51.0m

Bor.R1-2
孔口標高H=0.80m
掘 削 長L=52.0m

Bor.R1-1
孔口標高H=1.03m
掘 削 長L=51.0m

道路条件

道路規格

設計速度

設計荷重

大型車交通量

計画交通量

第4種 第1級

V=60km/h

B活荷重

1,140 台/日・1方向（※将来(H42)交通量推計）

28,500 台/日（※将来(H42)交通量推計）

幾何条件

橋 名

総 幅 員

有効幅員

斜 角

平面線形

縦断勾配

横断勾配

徳島東環状線高架橋（本線P6-P10径間）

W=18.900m＋最大100mmの拡幅

W=18.250m（1.25+7.00+1.75+7.00+1.25）

θ＝ 90°00′00″

R=700.000m～緩和曲線区間

i=3.000%～-3.000%

荷重条件(耐震条件)

橋の重要度区分 B種の橋

地盤種別

地域別補正係数

Ⅲ種地盤

A2地域：Cz=1.000、CⅠz=1.000、CⅡz=1.000

設計水平震度

設計概要

構造形式

舗 装

下部工

基礎工

アスファルト舗装 t=75mm

銀杏型橋脚

中堀り鋼管杭

橋軸方向：P6終点側＝可動、P7-P9＝固定、P10起点側＝分散
直角方向：全橋脚固定

基 礎 工 限界状態設計法、部分係数設計法

地盤条件

地 形

地 質

液状化の有無

南北に延びる本計画線は、上層部を除けばほぼ均一な
地形性状であると考えられるが、東西方向への連続性は低く、
複雑な地層構成を呈する。

盛土層・沖積粘性土・砂質土層 ～ 洪積粘性土・礫質土層

B層,As1層,Ac2-1-s層において液状化が生じる

材料の条件

基
礎

鋼管杭

鉄 筋

SKK400

SD345、SD490（P7-P9橋脚杭頭鉄筋に使用）

製作-施工

下部工

基礎工

現場打設

鋼管杭：中堀工法(セメントミルク噴出攪拌方式)

維持管理

定期点検
(5年/回)

異常時点検

その他

適用基準
道路橋示方書・同解説 平成29年11月(日本道路協会)

設計便覧(案) 平成30年7月(四国地方整備局)

設計条件

路 線 徳島東環状線

交差物件 側道

耐震性能

コンクリート

鉄 筋

P6橋脚：σck=24N/mm2、P7-P9橋脚：σck=30N/mm2

SD345、SD490（P7-P9橋脚主鉄筋に使用）

下
部

i=0.600%( )

支 承

永続作用及び変動作用：限界状態1
偶発作用：限界状態2

L1地震：kho=0.30
L2地震：khco=1.20(Type1)、khco=1.50(Type2)

下 部 工
限界状態設計法、部分係数設計法
非線形時刻歴応答解析

支 持 層
洪積礫質土層(Dg1) ※Dg1層でN値≧30を安定して満たして

いない場合はDg2層を支持層とする

下部工：検査路及び梯子を利用して実施

支承、桁端部、柱基部に対し、地上または橋面及び検査路で実施
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道路条件

道路規格

設計速度

設計荷重

大型車交通量

計画交通量

ランプ B規格

V=40km/h

B活荷重

400 台/日・1方向（※将来(H42)交通量推計）

4,000 台/日（※将来(H42)交通量推計）

幾何条件

橋 名

支 間 長

総 幅 員

有効幅員

斜 角

平面線形

縦断勾配

横断勾配

徳島東環状線高架橋（Bランプ）

35.100m + 35.150m(道路中心線上)

W=6.150m

W=5.500m（1.50+3.25+0.75）

θ＝ 90°00′00″

R=800.000m～∞

縦断曲線区間（i=0.340%～i=7.796%）（ ）

荷重条件(耐震条件)

橋の重要度区分 B種の橋

地盤種別

地域別補正係数

Ⅲ種地盤

A2地域：Cz=1.000、CⅠz=1.000、CⅡz=1.000

設計水平震度

設計概要

構造形式

舗 装

下部工

基礎工

アスファルト舗装 t=75mm

銀杏型橋脚、壁式橋脚、逆T式橋台

中堀り鋼管杭

橋軸方向：P6終点側＝可動、BP1＝可動、BA1＝固定
直角方向：全下部工固定

基 礎 工 限界状態設計法、部分係数設計法

地盤条件

地 形

地 質

液状化の有無

南北に延びる本計画線は、上層部を除けばほぼ均一な
地形性状であると考えられるが、東西方向への連続性は低く、
複雑な地層構成を呈する。

盛土層・沖積粘性土・砂質土層 ～ 洪積粘性土・礫質土層

B層,As1層,Ac2-1-s層において液状化が生じる

材料の条件

基
礎

鋼管杭

鉄 筋

P6橋脚、BA1橋台：SKK400、BP1橋脚：SKK490

SD345

製作-施工

下部工

基礎工

現場打設

鋼管杭：中堀工法(セメントミルク噴出攪拌方式)

維持管理

定期点検
(5年/回)

異常時点検

その他

適用基準
道路橋示方書・同解説 平成29年11月(日本道路協会)

設計便覧(案) 平成30年7月(四国地方整備局)

設計条件

路 線 徳島東環状線

交差物件 側道

耐震性能

コンクリート

鉄 筋

P6橋脚、BP1橋脚、BA1橋台：σck=24N/mm2

SD345

下
部

i=2.000%

支 承

永続作用及び変動作用：限界状態1
偶発作用：限界状態2

L1地震：kho=0.30
L2地震：khco=1.20(Type1)、khco=1.50(Type2)

下 部 工
限界状態設計法、部分係数設計法
非線形時刻歴応答解析

支 持 層
洪積礫質土層(Dg1) ※Dg1層でN値≧30を安定して満たして

いない場合はDg2層を支持層とする

下部工：検査路及び梯子を利用して実施

支承、桁端部、柱基部に対し、地上または橋面及び検査路で実施
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注記) ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

　　  下記の基準等を満足すること。

        1.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン
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注記) この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり、

　　　製品を指定するものではない。
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P7橋脚配筋図(その ) S=1:50

注記) ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

下記の基準等を満足すること。

1.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
注記) この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり、

製品を指定するものではない。
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P7橋脚配筋図(その ) S=1:50

注記) ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

下記の基準等を満足すること。

1.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

注記) この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり、

製品を指定するものではない。
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注記) ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

下記の基準等を満足すること。
1.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン
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注記) この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり、

製品を指定するものではない。
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P7橋脚配筋図(その ) S=1:50

注記) ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

下記の基準等を満足すること。

1.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

注記) この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり、

製品を指定するものではない。
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P7橋脚配筋図(その ) S=1:50

注記) ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

下記の基準等を満足すること。

1.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

注記) この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり、

製品を指定するものではない。
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曲げ半径(内側)

2.5φ
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加工筋曲げ半径

鉄 筋 質 量 表 ( S D 4 9 0 )鉄 筋 質 量 表 ( S D 3 4 5 )
種 別 径 長 さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質 量 摘 要

B 1-1 D29 12000 7 5.04 60.48 4 2 3 （7）

B 1-2 D29 9980 7 5.04 50.30 3 5 2

B 1-3 D29 10000 7 5.04 50.40 3 5 3 （7）

B 1-4 D29 11980 7 5.04 60.38 4 2 3

B 2-1 D29 12000 1 5.04 60.48 6 0 （1）

B 2-2 D29 9660 1 5.04 48.69 4 9

B 2-3 D29 10000 1 5.04 50.40 5 0 （1）

B 2-4 D29 11660 1 5.04 58.77 5 9

B 3-1 D29 11500 7 5.04 57.96 4 0 6 （7）

B 3-2 D29 9770 7 5.04 49.24 3 4 5

B 3-3 D29 9500 7 5.04 47.88 3 3 5 （7）

B 3-4 D29 11770 7 5.04 59.32 4 1 5

B 4-1 D29 11500 1 5.04 57.96 5 8 （1）

B 4-2 D29 9450 1 5.04 47.63 4 8

B 4-3 D29 9500 1 5.04 47.88 4 8 （1）

B 4-4 D29 11450 1 5.04 57.71 5 8

B 5-1 D22 10000 4 3.04 30.40 1 2 2

B 5-2 D22 5750 2 3.04 17.48 3 5 (平均長)

B 6 D22 10380 24 3.04 31.56 7 5 7 (平均長)

B 7-1 D19 7420 11 2.25 16.70 1 8 4

B 7-2 D19 7550 11 2.25 16.99 1 8 7

B 8 D19 8000 27 2.25 18.00 4 8 6

B 9-1 D19 5720 11 2.25 12.87 1 4 2 (平均長)

B 9-2 D19 5850 11 2.25 13.16 1 4 5 (平均長)

B 10 D19 3070 22 2.25 6.91 1 5 2

B 11 D19 3150 49 2.25 7.09 3 4 7

6 0 3 9

C 3 D22 8610 114 3.04 26.17 2 9 8 3

C 4 D22 4610 172 3.04 14.01 2 4 1 0

C 5 D22 3110 116 3.04 9.45 1 0 9 6

6 4 8 9

F 5 D19 9670 20 2.25 21.76 4 3 5

F 6 D19 9670 20 2.25 21.76 4 3 5

F 7 D25 2580 276 3.98 10.27 2 8 3 5

3 7 0 5

H 1 D16 3000 40 1.56 4.68 1 8 7

H 2 D16 3500 28 1.56 5.46 1 5 3

H 3 D16 4800 4 1.56 7.49 3 0

3 7 0

(圧接箇所)

合 計 D29 3 4 8 2 k g ( 32)

D25 2 8 3 5 k g

D22 7 4 0 3 k g

D19 2 5 1 3 k g

D16 3 7 0 k g

総質量 1 6 6 0 3 k g ( 32)

種 別 径 長 さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質 量 摘 要

C 1 D38 9390 96 8.95 84.04 8 0 6 8

C 2 D38 9390 22 8.95 84.04 1 8 4 9

9 9 1 7

F 1 D38 10290 39 8.95 92.10 3 5 9 2

F 2-1 D41 9000 39 10.5 94.50 3 6 8 6 （39）

F 2-2 D41 4240 39 10.5 44.52 1 7 3 6

F 3 D35 10200 39 7.51 76.60 2 9 8 7

F 4-1 D35 9000 39 7.51 67.59 2 6 3 6 （39）

F 4-2 D35 4410 39 7.51 33.12 1 2 9 2

1 5 9 2 9

(圧接箇所)

合 計 D41 5 4 2 2 k g ( 39)

D38 1 3 5 0 9 k g

D35 6 9 1 5 k g ( 39)

総質量 2 5 8 4 6 k g ( 78)

(平均長)

(平均長)
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P7橋脚配筋図(その ) S=1:50

注記) ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

下記の基準等を満足すること。

1.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

注記) この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり、

製品を指定するものではない。

加工仕様寸法図

※機械式定着具のプレートおよびフックは掛けられる鉄筋と
直交するようにする。

配置上の留意点
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D13

D16

D19

D22

D25

D29

D32

D35

D38

D41

D51

せん断補強鉄筋呼び径

標準
プレート

寸法

掛
け
ら
れ
る
鉄
筋
の
呼
び
径

A 厚さ

B 長辺

C 短辺

D13

9

70

40

80

長辺

長辺

長辺

長辺

長辺

長辺

長辺

長辺

長辺

長辺

長辺

B

D16

9

70

40

85

D19

12

80

45

85

D22

16

80

50

90

D25

16

90

60

100

D29

19

90

65

105

D32

19

90

70

105

D35

22

-

80

115

D38

25

-

85

120

D41

25

-

95

125

D51

32

-

120

140

110

115

115

120

120

125

125

130

130

135

95

95

100

100

105

105

110

110

115

115

90

90

90

95

95

100

100

105

105

110

80

85

85

90

95

95

100

100

105

105

95

100

95

958575 75

75

70
70

80
80

90
90

90

長
辺

:
B

厚さ:A

短辺:C

定着プレートの寸法(SD345,SD295適用)

呼び径

※鉄筋種類がSD345,SD295以外、プレート材質がSM490以外、コンクリート強度が
30N/mm

2
以上の場合、審査証明の詳細に従う。
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○

D22

○

○

○
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○

○
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○

○
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○

○
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○

○
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○

○

D41

○

○

○
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-
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L :両端半円形フックの鉄筋長
R :半円形フックの曲げ芯半径
r :半円形フックの曲げ内半径

D :※機械式定着具の鉄筋径
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摘 要材質質 量本数単位 単位質量 1本当り質量形 状 寸 法種別

鋼管
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吊金具(1)

鋼 管

kg

〃 9394

x

1000 10φ x t 〃150304

20441000 12φ t SKK40032704

小 計 〃 183008

SD345

SD345

「本図面は新JISA0101(2003)に基づき作成した図面である」(外形寸法)

杭頭処理図

S=1:20

底版下面

1
9
2
5

2
0
7
5

2
5
0

1
9
2
5

2
5

2
5
0

2
5

5
0
0

1
9
2
5

1
0
0

2
0
2
5

1297612

φ1000

1
0
0

K 1 D35 K 1 D35

K 3 D13

K 2 D13

K 3 D13

ずれ止め
(内側2段)

ずれ止め用ストッパー
(円周等配3ヶ所/1段)

75 850 75

φ1000

K 2 D13

P7橋脚鋼管杭詳細図

φ1000

75 850 75

20X134=2670

K 1 D35

K 2 D13

φ1000

75 850 75

20X134=2670

K 1 D35

K 3 D13

ずれ止め
(内側2段)

ずれ止め用ストッパー
(円周等配3ヶ所/1段)

鉄筋加工図

1 1

2 2

1 - 1

2 - 2

ずれ止め

2
5

12

(ニュートラルライン)
2993

35

2
0
0

底版下面鉄筋

【
S
D
4
9
0
】

2
5

5
X
3
0
0
=
1
5
0
0

中詰コンクリート
σck=30N/mm2

1
3
X
1
5
0
=
1
9
5
0

2
2
5

4
0
0
0

K
1

2
0
-
D
3
5

X
4
0
0
0

911

17
0

105

176

170

10
5

176

663

K 2 14-D13 X 3830

815

462

K 3 6-D13 X 2980

S=1:5鋭角フック詳細図

帯鉄筋
D13

46

13
0

17
6

R=32.5

1
7
0

主鉄筋
D35

S=1:5吊金具図

φ40

6

6

1
2

100

55

25

2
5

1
2
0

6
0

6
0

9

9
1
6

φ40

2
5

1
2
0

25

55

100

6
0

6
0

吊金具(1) 吊金具(2)

杭配置図 S=1:200

P
6
橋

脚
側

P
8
橋

脚
側

12

S=1:2A部詳細図

ずれ止め
PL-25x12x2993
(SS400)

ずれ止めストッパー
PL-25x9x50(SS400)

S=1:2現場継手図

ルート間隔保持ビード

80-6ヶ所

10

φ1000

1
5

106

φ1000

3
0

2
53
5

5
0

4.5

1
～

4

裏当リング
PL-50x4.5x3065

ストッパー(円周等配6ヶ所)
PL-6x12x30

工場取付

S=1:2ずれ止めストッパー

5
0

25 9

(銅バンド)

45°以上

0～2.4

A部 12

S=1:10ずれ止め詳細図

φ1000

2
5
2
5

2
5
0

2
5
0

2
5

2
5

ずれ止め
PL-25x12x2993
(SS400)

ずれ止めストッパー 3ヶ所
PL-25x9x50(SS400)

12

9500

1000 1000

1
0
0
0

1
0
0
0

9
5
0
0

鋼管杭構成図 S=1:200

先端補強バンド

φ1000

吊金具(1)

吊金具(1)

(
t
=
1
0
)
【

S
K
K
4
0
0
】

吊金具(1)

吊金具(2)

杭
長

4
5
5
0
0

下
杭

1
1
5
0
0

中
杭

2
1
1
5
0
0

中
杭

1
1
1
5
0
0

上
杭

1
1
0
0
0

(
t
=
1
2
)

【
S
K
K
4
0
0
】

(
t
=
1
0
)

【
S
K
K
4
0
0
】

4
0
0
0

7
0
0
0

工場円周
溶接部

(
t
=
1
0
)
【

S
K
K
4
0
0
】

(
t
=
1
0
)
【

S
K
K
4
0
0
】

3X2500=7500

3
X
2
5
0
0
=
7
5
0
0

6

杭先端

6

S=1:3先端補強バンド詳細図

12

3
0
0

1
8

10

φ1000

先端補強バンド
PL-300x12x3179

Ｐ7橋脚鋼管杭詳細図

徳島東環状線

図面番号

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺 図示

事業者名 徳島県東部県土整備局（徳島）

徳島市末広３丁目

工事名

36
縮小版

13

Ｒ1徳環 徳島東環状線 徳・末広３ 高架橋下部工事

（担い手確保型）



0
.
6
6

5
0
0

2
5
9
0

4
4
1
0

TP+0.290

5
0
0

4
4
1
0

8
0
0
0

14000

5
0
0

2
5
9
0

4
4
1
0

4
4
1
0

8
0
0
0

14000

▽0.500 ▽0.500

正面図 側面図

III型 480.0103 49440鋼矢板 8000 60.0

部材長 単位質量本数 質 量
摘 要

SY295

仮設土留工数量表

(mm) (kg/m)(枚) (kg)

67200小計

種 別 鋼 材 形 式
一本当り質量

(kg/m)

SS400 加工材2 2750.0 5500腹起し材 H-400×400×13×21孔 200.013750

12950 2 2590.0 5180200.0〃 〃

隅火打ち材

〃

3250 4 SS400 加工材650.0 2600200.0

〃〃 6080 4 〃1216.0 4864200.0

H-400×400×13×21孔

kg

小計 18144 kg

合計

副部材 A

副部材 B 18144 × 0.04

18144 × 0.22 3992 kg

726 kg

=

=

22862 kg

注) 隅火打長は隅火打実長-1.0m(火打受ピース)を差し引いた長さである。

3360012

112004

盛土層(最上部層) 20

16

― 40.0

第1砂質土層

1.300

0.800 28

地層名
層厚
(m)

設計Ｎ値
γt(kN/m3)
単位重量 粘着力

C(kN/m2) 抵抗角

φ(°)

せん断
変形係数

αE0(kN/m2)

土質定数一覧表

記号

B

Ac1

260009 17 33.0第2粘性土層 7.800As1

236006 18 ―第2粘性土層 7.400 44Ac2-1

TP+0.290

TP+1.290(鋼矢板天端)

B(盛土層)

Ac1(第1粘性土層)

As1(第1砂質土層)

―

P7橋脚土留工詳細図 S=1:100

TP+0.500(設計水位)
TP+0.790(設計用地盤面)

TP+1.290(鋼矢板天端)

TP+0.500(設計水位)
TP+0.790(設計用地盤面)

平面図

―

〃 〃III型(埋殺し分) 480.037 177608000 60.0

N
O
.
3
8

N
O
.
3
9

N
O
.
1
2

N
O
.
1
2

L
E
-
I
P
.
3

N
O
.
2
1

1
.
2
4

1
.
0
3

1
.
0
2

0
.
8
7

1
.
1
0

0
.
6
2

0
.
7
4

0
.
8
7

0
.
9
1

N
O
.
1
3

=800
2x400 33x400=13200

3
5
x
4
0
0
=
1
4
0
0
0

125
125

3
5
x
4
0
0
=
1
4
0
0
0

1
3
7
5
0

13750

1
2
5

1
2
5

2000 2950 2000

2
0
0
0

2
0
0
0

2
9
5
0

Bor R1-2（P7）

L=52m

調査ボーリング

14000

腹起し材 L=12.95m
H-400x400x13x21孔

3
0
9
0

腹起し材 L=12.95m
H-400x400x13x21孔

鋼矢板SP-III型
L=8.000m,N=140枚

均しコンクリート t=200mm
(σck≧18N/mm2)

基礎砕石(単粒砕石 t=100mm)

TP-2.300(掘削底面)

鋼矢板SP-III型
L=8.000m,N=140枚

2250 9500 2250

TP-6.710

腹起し材 L=13.75m
H-400x400x13x21孔

腹起し材 L=13.75m
H-400x400x13x21孔

5
0
0

3
0
9
0

TP-2.300(掘削底面)

鋼矢板SP-III型
L=8.000m,N=140枚

TP-6.710

鋼矢板SP-III型
L=8.000m,N=140枚

均しコンクリート t=200mm
(σck≧18N/mm2)

基礎砕石(単粒砕石 t=100mm)

2250 9500 2250

3400 3400

42
50

70
80

隅火打ち材 L=3.250m
H-400x400x13x21孔

隅火打ち材 L=6.080m
H-400x400x13x21孔

2
2
5
0

9
5
0
0

2
2
5
0

腹起し材 L=12.95m
H-400x400x13x21孔

2250 9500 2250

35x400=14000

腹起し材 L=13.75m
H-400x400x13x21孔

腹起し材 L=12.95m
H-400x400x13x21孔

3
4
0
0

3
4
0
0

4
0
0

1
2
9
5
0

4
0
0

腹起し材 L=13.75m
H-400x400x13x21孔

埋殺し鋼矢板

埋
殺

し
鋼

矢
板

P
8
橋

脚
側

P
6
橋

脚
側

NO
.3
8+
8.
75
0

1
2

N
O
.
1
3

汚

1
.
1
2

0
.
8
9

1
.
0
4

1
.
0
7

H
-
0
8
B

空

Ｐ7橋脚土留工詳細図

徳島東環状線

図面番号

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺 図示

事業者名 徳島県東部県土整備局（徳島）

徳島市末広３丁目

工事名

36
縮小版

14

Ｒ1徳環 徳島東環状線 徳・末広３ 高架橋下部工事

（担い手確保型）



道路中心線 構造中心線

B
P
1
橋

脚
側

NO
.1
4+
2.
11
5

NO.14+2.115
FH=6.214

2
5
0 7
0
0

9
5
0

1
7
5
02
7
0
0

2
8
0
0

1
5
0
0

9
0
0

8
5
0

500

5
0
0

500

5
0
0

500 500

7
0
0
0

4
2
5

1
3
7
5

1
0
0
0

1
0
0
0

7
0
0
0

2
x
2
5
0
0
=
5
0
0
0

2
3
0
0

5
0
0

2
3
0
0

425 425

7000

2325 1500 2325

6150

落橋防止位置

2075 2000 2075支承位置

90°
00′

00″

90°
00′

00″

90
°
00
′
00
″

1000 2x2500=5000 1000

4
2
5

1
3
7
5

4251375

1375 7000 425

平面図

▽3.577 ▽3.577

EL=0.000

正面図
（1-1）

2.0%

道路中心線

FH=6.214

▽6.259 ▽6.154

2255 3005445 445

6150

2
6
8
2

▽6.259

▽3.577
(支承線上)

3
5
1
7

▽0.060

1
9
0
0

▽-1.840

▽3.577 ▽3.577

1
0
0

2
0
0

8
0
9
9

躯体コンクリート
(σck=24N/mm2)

2
6
3
7

3
5
1
7

1
9
0
0

8
0
5
4

2075 2000 2075 支承位置

構造中心線

425 6150 425

底版コンクリート
(σck=24N/mm2)

1
0
0

2
5
7
7

▽6.154

▽3.577
(支承線上)

3
5
1
7

1
9
0
0

▽0.060

▽-1.840

7
9
9
4

2
0
0

1
0
0

1000 2x2500=5000 1000

1375 7000 425

基礎砕石(単粒砕石 t=100mm)

均しコンクリート t=200mm
(σck≧18N/mm2)

鋼管杭φ1000
L=45.000,N=9本

2
0
0

1
0
0

EL=0.000 EL=0.000

▽6.214

基礎砕石(RC-40)

均しコンクリート
(σck≧18N/mm2)

道路中心線

FH=6.140

▽6.185 ▽6.080

2255 3005445 445

6150

構造中心線

5
0
0

1
0
0

1000 2x2500=5000 1000

1375 7000 425

基礎砕石(単粒砕石 t=100mm)

均しコンクリート t=200mm
(σck≧18N/mm2)

鋼管杭φ1000
L=45.000,N=9本

5
0
0
6
8
0
6
6
0

500500 5005004150

▽5.140▽5.140

2
6
3
7

3
4
9
9

1
8

900 850

1750 950

2700

躯体コンクリート
(σck=24N/mm2)

▽3.577(支承位置)

3
5
1
7

▽0.060

1
9
0
0

▽-1.840

1500 2700 2800

2.000%

6
6
0

6
8
0

5
0
0

▽5.140(落橋防止設置高) 1
0
0
0

6
0
8
0

底版コンクリート
(σck=24N/mm2)

▽0.060

▽6.140

5
0
0

250

2
5
0

500

1
9
0
0

▽-1.840

1
0
0

2
0
0

8
0
5
4

1
0
0

2
0
0

7
9
8
0

1
0
0

1000 2x2500=5000 1000

1375 7000 425

基礎砕石(単粒砕石 t=100mm)

均しコンクリート t=200mm
(σck≧18N/mm2)

鋼管杭φ1000
L=45.000,N=9本

踏掛版
t=500mm

20 8000

BP1橋脚側

NO
.1
4+
2.
11
5

6
1
2
5

▽6.185

2325 1500 2325落橋防止位置

▽0.060

1
9
0
0

▽-1.840

1
0
0

2
0
0

8
0
2
5

1
9
0
0

6
0
2
0

1
0
0

2
0
0

7
9
2
0

▽6.080

▽0.060

▽-1.840

2.0%

2325 1500 2325 落橋防止位置

▽5.140 ▽5.140

底版コンクリート
(σck=24N/mm2)

躯体コンクリート
(σck=24N/mm2)

11

22

2
.
0
%

背面図
（2-2）

BA1橋台構造図(その1)S=1:100

道路CL上
計画地盤線

水路砕石下面線

側面図
（3-3）

3

3

後打ちコンクリート
(σck=36N/mm2)

2
0
0

2
0
0

後打ちコンクリート
(σck=36N/mm2)

2
0
0

2
0
0

後打ちコンクリート
(σck=36N/mm2)

2
0
0

445 2255 3005 445パラペット前面

445 2255 3005 445パラペット背面

5
0
0

2
8
0
0

杭配置

杭
配

置

425 6150 425

矢板位置

矢板位置

矢板位置 矢板位置 矢板位置 矢板位置

N
O
.
1
4

構造高表(S2上)

床 版 高

t1

h7

h6

h5

h4

h3

EL

h1

h2

G1

路 面 計 画 高

舗 装 厚

ハ ン チ 高

調整モルタル厚

支 承 高

ソールプレート厚

下 フ ラ ン ジ 厚

主 桁 高

台座コンクリート高 t2

6.253

0.075

0.210

0.100

1.780

0.030

0.212

0.011

0.050

0.208

G1LR

6.273

0.075

0.210

0.100

1.800

-

-

0.011

-

-

支 承 設 置 高 3.815-EL2

下 部 工 天 端 高 EL3 3.577-

G1LL

6.293

0.075

0.210

0.100

1.820

0.030

0.212

0.011

0.050

0.208

3.815

3.577

EL1下フランジ下面高 4.0774.0774.077

支承位置断面図

t
2

EL

h
7h
6 h
5

h
2h
1

EL2 t
1

h
4

EL1

EL3

h
3

支承箱抜き詳細図 S=1:40

75 1100 75
4040

1330 135135

1600

a-a

φ250 φ250

150 800 150

1
0

9
3
0

1
0
0

8
0
0

1
3
0

アンカーボルト
φ75-4本

3
0

EL2

EL3

t
2 t
1

75 600 75
4040

830 135135

1100

EL2

EL3

t
2 t
1

1
0

9
3
0

1
0
0

8
0
0

1
3
0

φ120 φ120

150300150

φ250 φ250

アンカーボルト
φ75-4本

3
0

4
0 7
5

6
0
0

7
5 4
0

1
3
5

8
3
0

1
3
5

1
1
0
0 a支承線

b

40
75

1100 75
40

135 1330 135

1600

4
0
0

4
0
0

1
1
0
0

3
0
0a

橋
軸

方
向

b

400 800 400

1600

橋軸直角方向

b-b

φ250

平面図

90°
00′

00″

徳島東環状線

図面番号

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺 図示

事業者名 徳島県東部県土整備局（徳島）

徳島市末広３丁目

工事名

36
縮小版

15

Ｒ1徳環 徳島東環状線 徳・末広３ 高架橋下部工事

（担い手確保型）



BA1橋台構造図(その2)S=1:100

道
路

中
心

線
構

造
中

心
線

BP1橋脚側

NO
.1
4+
2.
11
5

5
0
0

5
0
0

左側翼壁

▽0.000 EL=0.000

8
0
0

▽7.059

950 2800

3750

▽6.185

5
9
0
7

▽5.967

▽0.060

4
7
8
5

6
8
0

5
4
6
5

500
8
0
0

▽6.767

▽6.259

1 - 1
(内側)

2
0
0

1
9
0
0

▽-1.840

8
1
0

▽7.069

950 2800

3750

▽6.185

5
9
0
7

▽5.967

▽0.060

8
1
0

▽6.777

▽6.259

2 - 2
(外側)

1
9
0
0

▽-1.840

左側翼壁

950 2800

3750

500

5
0
0

▽6.259 ▽6.185
▽5.967

▽5.967▽6.259

▽6.185

11

22

5
8
0
2

▽0.060

1
9
0
0

▽-1.840

8
0
0

▽6.954

▽6.154

▽6.080

▽5.862 8
0
0

▽6.662

2
0
0

4
6
8
0

6
8
0

5
3
6
0

500

950 2800

3750

5
8
0
2

▽0.060

1
9
0
0

▽-1.840

8
1
0

▽6.964

▽6.154

▽6.080

▽5.862 8
1
0

▽6.672

950 2800

3750

右側翼壁

3 - 3
(内側)

4 - 4
(外側)

44

33

950 2800

3750

▽6.154 ▽6.080 ▽5.862

▽6.154

500

5
0
0

▽6.080 ▽5.862

90
°

90°

右側翼壁

平面図

90
°

00
′

00
″

NO.14+2.115

1500 2700 2800 1500 2700 2800 1500 2700 2800 1500 2700 2800

NO.14

翼壁天端詳細図 S=1:30

250 70
125

445 55

3
0 1
8
0

5
9
0

1
0

8
1
0

▽6.185

2
0
0

8
1
0

▽6.185

▽6.995

翼壁 ハンチ

500 500

125
70

250

445

3
0 1
8
0

5
9
0

1
0

8
1
0

▽6.080 8
1
0

▽6.080

▽6.890

2
0
0

翼壁ハンチ

500 500

左側翼壁 右側翼壁

55

BA1橋台構造図（その２）

徳島東環状線

図面番号

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺 図示

事業者名 徳島県東部県土整備局（徳島）

徳島市末広３丁目

工事名

36
縮小版

16

Ｒ1徳環 徳島東環状線 徳・末広３ 高架橋下部工事

（担い手確保型）



「本図面は新JISA0101(2003)に基づき作成した図面である」(外形寸法)

BA1橋台配筋図(その ) S=1:50

注記) ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

下記の基準等を満足すること。
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注記) この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり、

製品を指定するものではない。
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「本図面は新JISA0101(2003)に基づき作成した図面である」(外形寸法)

BA1橋台配筋図(その ) S=1:50

注記) ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

下記の基準等を満足すること。
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注記) この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり、

製品を指定するものではない。
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1.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン
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「本図面は新JISA0101(2003)に基づき作成した図面である」(外形寸法)

BA1橋台配筋図(その ) S=1:50

注記) ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

下記の基準等を満足すること。

1.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
注記) この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり、

製品を指定するものではない。

9

※

※

※

※

※

機械式鉄筋定着工法数量表

鉄筋径
箇 所 数

小 計

合 計

D25

D22

D19

D16

D13

0＜L≦1m 1＜L≦2m 2＜L≦3m 3＜L≦4m 4＜L≦5m 5＜L≦6m

30

-

-

-

-

30

-

-

27

68

-

95

-

23

33

-

-

56

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

181

-

-

鉄 筋 質量表 ( S D 3 4 5 )
種 別 径 長 さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質 量 摘 要

P 1 D29 4000 27 5.04 20.16 5 4 4

P 2 D29 4000 27 5.04 20.16 5 4 4

P 3 D22 6500 1 3.04 19.76 2 0

P 4 D22 6500 10 3.04 19.76 1 9 8

P 5 D19 5860 1 2.25 13.19 1 3

P 6 D19 5850 10 2.25 13.16 1 3 2

P 7 D13 690 30 0.995 0.69 2 1

P 8 D16 3000 2 1.56 4.68 9

P 9 D16 1670 27 1.56 2.61 7 0

P 10 D13 5860 4 0.995 5.83 2 3

1 5 7 4

E 1 D16 2660 23 1.56 4.15 9 5

E 2 D13 4960 7 0.995 4.94 3 5

E 3 D25 500 6 3.98 1.99 1 2

1 4 2

F 1 D38 6000 29 8.95 53.70 1 5 5 7

F 2 D22 2500 29 3.04 7.60 2 2 0

F 3 D29 9630 29 5.04 48.54 1 4 0 8

F 4 D22 6700 13 3.04 20.37 2 6 5

F 5 D22 1000 18 3.04 3.04 5 5

F 6 D16 6700 7 1.56 10.45 7 3

F 7 D19 6700 29 2.25 15.08 4 3 7

F 8 D19 7280 14 2.25 16.38 2 2 9

F 9 D19 6700 14 2.25 15.08 2 1 1

F 10 D13 1910 42 0.995 1.90 8 0

F 11 D13 1900 12 0.995 1.89 2 3

F 12 D19 1860 68 2.25 4.19 2 8 5

F 13 D16 1800 27 1.56 2.81 7 6

4 9 1 9

H 1 D16 2500 24 1.56 3.90 9 4

H 2 D16 3000 14 1.56 4.68 6 6

H 3 D16 3000 4 1.56 4.68 1 9

1 7 9

A 1 D32 5000 25 6.23 31.15 7 7 9

A 2 D32 5000 25 6.23 31.15 7 7 9

A 3 D19 6520 14 2.25 14.67 2 0 5

A 4 D19 6520 14 2.25 14.67 2 0 5

A 5 D19 2760 33 2.25 6.21 2 0 5

A 6 D16 5000 16 1.56 7.80 1 2 5

2 2 9 8

S 1 D22 5500 25 3.04 16.72 4 1 8

S 2 D16 7500 10 1.56 11.70 1 1 7

S 3 D22 2850 23 3.04 8.66 1 9 9

7 3 4

K 1
L

D16 3500 18 1.56 5.46 9 8

K 2
L

D13 3000 12 0.995 2.99 3 6

K 3
L

D16 1500 18 1.56 2.34 4 2

K 4
L

D13 1500 12 0.995 1.49 1 8

K 5
L

D13 3570 10 0.995 3.55 3 6

2 3 0

K 1
R

D16 3500 18 1.56 5.46 9 8

K 2
R

D13 3000 12 0.995 2.99 3 6

K 3
R

D16 1500 18 1.56 2.34 4 2

K 4
R

D13 1500 12 0.995 1.49 1 8

K 5
R

D13 3570 10 0.995 3.55 3 6

2 3 0

種 別 径 長 さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質 量 摘 要

J 1 D16 430 19 1.56 0.67 1 3

J 2 D16 910 19 1.56 1.42 2 7

4 0

M 1 D13 360 16 0.995 0.36 6

6

W 1
L

D22 4000 1 3.04 12.16 1 2

W 2
L

D22 4000 10 3.04 12.16 1 2 2

W 3
L

D29 5630 10 5.04 28.38 2 8 4

W 4
L

D19 5490 5 2.25 12.35 6 2

W 5
L

D22 2400 8 3.04 7.30 5 8

W 6
L

D29 4900 4 5.04 24.70 9 9

W 7
L

D29 5450 6 5.04 27.47 1 6 5

W 8
L

D19 5140 5 2.25 11.57 5 8

W 9
L

D32 7760 6 6.23 48.34 2 9 0 (平均長)

W 10
L

D19 7690 5 2.25 17.30 8 7 (平均長)

W 11
L

D16 3500 1 1.56 5.46 5

W 12
L

D16 3500 10 1.56 5.46 5 5

W 13
L

D22 5530 10 3.04 16.81 1 6 8

W 14
L

D16 5450 5 1.56 8.50 4 3

W 15
L

D25 7660 6 3.98 30.49 1 8 3 (平均長)

W 16
L

D16 7650 5 1.56 11.93 6 0 (平均長)

W 17
L

D13 560 11 0.995 0.56 6

W 18
L

D13 600 24 0.995 0.60 1 4

W 19
L

D13 650 30 0.995 0.65 2 0

W 20
L

D13 1190 11 0.995 1.18 1 3

W 21
L

D13 3520 2 0.995 3.50 7

1 8 1 1

W 1
R

D22 4000 1 3.04 12.16 1 2

W 2
R

D22 4000 9 3.04 12.16 1 0 9

W 3
R

D29 5630 10 5.04 28.38 2 8 4

W 4
R

D19 5490 5 2.25 12.35 6 2

W 5
R

D22 2400 8 3.04 7.30 5 8

W 6
R

D29 4900 4 5.04 24.70 9 9

W 7
R

D29 5450 6 5.04 27.47 1 6 5

W 8
R

D19 5140 5 2.25 11.57 5 8

W 9
R

D32 7660 6 6.23 47.72 2 8 6 (平均長)

W 10
R

D19 7580 5 2.25 17.06 8 5 (平均長)

W 11
R

D16 3500 1 1.56 5.46 5

W 12
R

D16 3500 9 1.56 5.46 4 9

W 13
R

D22 5530 10 3.04 16.81 1 6 8

W 14
R

D16 5450 5 1.56 8.50 4 3

W 15
R

D25 7560 6 3.98 30.09 1 8 1 (平均長)

W 16
R

D16 7540 5 1.56 11.76 5 9 (平均長)

W 17
R

D13 560 11 0.995 0.56 6

W 18
R

D13 600 23 0.995 0.60 1 4

W 19
R

D13 650 30 0.995 0.65 2 0

W 20
R

D13 1190 11 0.995 1.18 1 3

W 21
R

D13 3520 2 0.995 3.50 7

1 7 8 3

合 計 D38 1 5 5 7 k g

D32 2 1 3 4 k g

D29 3 5 9 2 k g

D25 3 7 6 k g

D22 2 0 8 2 k g

D19 2 3 3 4 k g

D16 1 3 8 3 k g

D13 4 8 8 k g

総質量 1 3 9 4 6 k g

BA1橋台配筋図（その９）
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「本図面は新JISA0101(2003)に基づき作成した図面である」(外形寸法)

BA1橋台配筋図(その ) S=1:50

注記) ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

下記の基準等を満足すること。

1.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

注記) この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり、

製品を指定するものではない。

加工仕様寸法図

※機械式定着具のプレートおよびフックは掛けられる鉄筋と
直交するようにする。

配置上の留意点

寸法表

D13

D16

D19

D22

D25

D29

D32

D35

D38

D41

D51

せん断補強鉄筋呼び径

標準
プレート

寸法

掛
け
ら
れ
る
鉄
筋
の
呼
び
径

A 厚さ

B 長辺

C 短辺

D13

9

70

40

80

長辺

長辺

長辺

長辺

長辺

長辺

長辺

長辺

長辺

長辺

長辺

B

D16

9

70

40

85

D19

12

80

45

85

D22

16

80

50

90

D25

16

90

60

100

D29

19

90

65

105

D32

19

90

70

105

D35

22

-

80

115

D38

25

-

85

120

D41

25

-

95

125

D51

32

-

120

140

110

115

115

120

120

125

125

130

130

135

95

95

100

100

105

105

110

110

115

115

90

90

90

95

95

100

100

105

105

110

80

85

85

90

95

95

100

100

105

105

95

100

95

958575 75

75

70
70

80
80

90
90

90

長
辺

:
B

厚さ:A

短辺:C

定着プレートの寸法(SD345,SD295適用)

呼び径

※鉄筋種類がSD345,SD295以外、プレート材質がSM490以外、コンクリート強度が
30N/mm

2
以上の場合、審査証明の詳細に従う。

呼び名

鉄筋の
種類

SD295

SD345

SD390

D13

○

○

D16

○

○

○

D19

○

○

○

D22

○

○

○

D25

○

○

○

D29

○

○

○

D32

○

○

○

D35

○

○

○

D38

○

○

○

D41

○

○

○

D51

○

○

○

適用範囲(せん断補強鉄筋または中間帯鉄筋)

SD490 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○- - - -

-

プレート材質

SM490,S35C,S45C

SM490,S35C,S45C

SM490,S45C

SM490,S45C

10

(参考図)

背面側前面側

胸壁部スターラップ詳細図
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配力筋
D22
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150400
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104 104
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※機械式定着具

橋座かぶせ筋
D22

150 150

たて壁中間帯鉄筋・水平補強筋詳細図

背面側

77
71

1
5
0

1
0
0

支承線

2492

中間帯鉄筋 D19
※機械式定着具

2.0%

配力筋
D19

前面側

前面側主鉄筋
D32

96103

2400

2700

1
5
0

後ろフーチング

配力筋
D22

上面引張主鉄筋
D38
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※機械式定着具

下面圧縮主鉄筋
D29

配力筋
D19

橋軸方向

2
5
0
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5
0
0

1
9
0
0

2
0
4
.
5

9
0

杭 頭

1
5
0

前フーチング

配力筋
D16

上面圧縮主鉄筋
D22

スターラップ D16
※機械式定着具

下面引張主鉄筋
D29

配力筋
D19

橋軸方向
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1
5
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0

2
0
0
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5

1
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4

杭 頭

底版部スターラップ詳細図

1
9
0
0

スターラップ
D13

前面側主鉄筋
D29

配力筋
D19

150

7
0

9

機械式定着具
9t×40×70

42.5107.5

中間帯鉄筋
D19

前面側主鉄筋
D32

150

8
0

12

機械式定着具
12t×45×80

配力筋
D19

水平補強鉄筋
D22

配力筋
D19

橋座かぶせ筋
D22

8
0

16

機械式定着具
16t×50×80

77

47103

150

73

背面側主鉄筋
D32

2
5
0

80 1
2

下面圧縮主鉄筋
D29

スターラップ
D19

配力筋
D19

機械式定着具
12t×45×80

4
5
.
5

2
0
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5

1
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0 70

9

上面圧縮主鉄筋
D22

スターラップ
D16

配力筋
D16

機械式定着具
9t×40×70

1
1
4

3
6

lo=r

R

l

Lo

L1 = L-Lo+lo
Lo = πR+l
lo = r
r = R-D/2

L1:※機械式定着具の鉄筋長
L :両端半円形フックの鉄筋長
R :半円形フックの曲げ芯半径
r :半円形フックの曲げ内半径
D :※機械式定着具の鉄筋径
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1.540 =

32D

13D

32V = 1/4 x

頭部中詰コンクリート

mx π x0.980 1.162

ずれ止めストッパー

K2

(杭1本当り)材料表
摘 要材質

鋼管本体

SS400 ずれ止め

質 量本数

0.53

14.18

6

27.09

単位

kg

単位質量

〃

kg

1.77

2.36

0.0885

1本当り質量

378

15

2018.88

52.98

kg

〃 0.995

6.23

SKK400

形 状 寸 法種別

〃

PL

鋼管

杭頭・継ぎ手

PIPE

鉄筋

K1

K3

431 kg

〃

〃

上杭,中杭1,2

〃

〃

1.77 3

18

裏当てリング

ストッパー

5.43 16.29

0.565 0.0170 0.31

3030

x 12 x 300625PL-

PL- 25 50x9x

PL- 50 3065x4.5x

PL- 6 30x12x

2990

〃〃

〃

〃

〃

〃

SD345

〃13D 38103.80〃 0.9953820

σck=24N/mm

x 12 x 3179300PL- 28.3 89.97 1 89.97 先端補強バンド〃

x

x

x

〃 SS400

下杭

x x 11 00010φ 1000 3t 244 2684 8052

小 計

3

杭 頭 鉄 筋

kg SD345

頭部中詰コンクリート 1.162m 10.46

D 32

13D 〃

〃

〃

378

53

431 3879

477

3402

σck=24N/mm2

kg

819.04 SM490A

項 目 寸 法 数 量杭1本当り単位 摘 要

1基当り 鋼管数量 本9材料集計表

〃 x 12 x 120100PL- 9.04〃 1.139.42 8 SM490A

プレート
〃

SS400121.28 1092

吊金具

x x 12 00010φ 1000 t 1244 2928 2928〃 〃

鋼 管
kg 109801000 10φ x t 98820 SKK400

小 計 98820〃

「本図面は新JISA0101(2003)に基づき作成した図面である」(外形寸法)

杭頭処理図 S=1:20

底版下面

1
4
4
0

1
5
9
0

2
5
0

1
4
4
0

2
5

2
5
0

2
5

5
0
0

1
4
4
0

1
0
0

1
5
4
0

1098010

φ1000

1
0
0

9
X
1
5
0
=
1
3
5
0

1
4
0

K 1 D32 K 1 D32

K 3 D13

K 2 D13

K 3 D13

ずれ止め
(内側2段)

ずれ止め用ストッパー
(円周等配3ヶ所/1段)

中詰コンクリート
σck=24N/mm2

75 850 75

φ1000

K 2 D13

BA1橋台鋼管杭詳細図
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鉄筋加工図 S=1:20
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S=1:5鋭角フック詳細図
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S=1:2A部詳細図
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BP1橋脚配筋図(その ) S=1:50

注記) ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

下記の基準等を満足すること。

1.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

注記) この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり、

製品を指定するものではない。
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BP1橋脚配筋図(その ) S=1:50

注記) ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

下記の基準等を満足すること。
1.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

注記) この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり、

製品を指定するものではない。
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BP1橋脚配筋図(その ) S=1:50

注記) ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

下記の基準等を満足すること。

1.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

注記) この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり、

製品を指定するものではない。

3

機械式定着具
9t×40×70

機械式定着具
9t×40×70

※

※

※

※

機械式鉄筋定着工法数量表

鉄筋径
箇 所 数

小 計

合 計

D25

D22

D19

D16

D13

0＜L≦1m 1＜L≦2m 2＜L≦3m 3＜L≦4m 4＜L≦5m 5＜L≦6m

-

-

-

-

-

-

-

-

32

-

-

32

117

-

-

15

-

132

78

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

242

-

78

※

支承配置図

1
2
5
0

1
2
5
0

2
5
0
0

1000 2000 1000

4000

支承中心位置

90
°
00
′
00
″

G1LL G1LR

P
6
橋

脚
側

B
A
1
橋

台
側

5
7
9

1416

5
7
9

H 1 24-D16 X 2500

6
7
9

1716

6
7
9

H 2 16-D16 X 3000

1
4
4
8

209

1
3
0

21
6

1748

2
0
9

130 21
6

H 3 4-D16 X 3600

388

7
6
1
3

C
1

3
0
-
D
2
5

X
7
9
5
0

388

7
6
1
3

C
2

1
8
-
D
2
5

X
7
9
5
0

3171

2
0
2R=

16
2.

5

2
2
5
1

R=162.5

1421

2
0
2

C 3 102-D13 X 7020

841

841

3751

3764

9
1

166

C 4 78-D13 X 3970

2
2
6
4

91

1
6
6

C
5

1
1
7
-
D
1
3

X
2
4
7
0

2
1
4
5

2283

2
1
4
6

S 1 15-D16 X 6500

機械式定着具
9t×40×70

※

※

1
8
9
5

3783

1
8
9
6

S 2 10-D16 X 7500

2299

1
1
2

184

S 3 15-D16 X 2530

鉄 筋 質 量 表 ( S D 3 4 5 )
種 別 径 長 さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質 量 摘 要

C 1 D25 7950 30 3.98 31.64 9 4 9

C 2 D25 7950 18 3.98 31.64 5 7 0
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BP1橋脚配筋図(その ) S=1:50

注記) ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

下記の基準等を満足すること。

1.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

注記) この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり、

製品を指定するものではない。

4

加工仕様寸法図
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直交するようにする。

配置上の留意点

寸法表

D13

D16

D19

D22

D25

D29

D32

D35

D38

D41

D51

せん断補強鉄筋呼び径

標準
プレート

寸法

掛
け
ら
れ
る
鉄
筋
の
呼
び
径

A 厚さ

B 長辺

C 短辺

D13

9

70

40

80

長辺

長辺

長辺

長辺

長辺

長辺

長辺

長辺

長辺

長辺

長辺

B

D16

9

70

40

85

D19

12

80

45

85

D22

16

80

50

90

D25

16

90

60

100

D29

19

90

65

105

D32

19

90

70

105

D35

22

-

80

115

D38

25

-

85

120

D41

25

-

95

125

D51

32

-

120

140

110

115

115

120

120

125

125

130

130

135

95

95

100

100

105

105

110

110

115

115

90

90

90

95

95

100

100

105

105

110

80

85

85

90

95

95

100

100

105

105

95

100

95

958575 75

75

70
70

80
80

90
90

90

長
辺

:
B

厚さ:A

短辺:C

定着プレートの寸法(SD345,SD295適用)

呼び径

※鉄筋種類がSD345,SD295以外、プレート材質がSM490以外、コンクリート強度が
30N/mm

2
以上の場合、審査証明の詳細に従う。

呼び名

鉄筋の
種類

SD295

SD345

SD390

D13

○

○

D16

○

○

○

D19

○

○

○

D22

○

○

○

D25

○

○

○

D29

○

○

○

D32

○

○

○

D35

○

○

○

D38

○

○

○

D41

○

○

○

D51

○

○

○

適用範囲(せん断補強鉄筋または中間帯鉄筋)

SD490 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○- - - -

-

プレート材質

SM490,S35C,S45C

SM490,S35C,S45C

SM490,S45C

SM490,S45C

柱部水平補強筋・中間帯鉄筋詳細図

底版部スターラップ詳細図

(参考図)

1
5
0

橋軸方向鉄筋
D19 橋軸直角方向鉄筋

D16

橋軸方向鉄筋
D16

橋軸直角方向鉄筋
D16

1
5
0
0

橋軸方向

スターラップ D16
※機械式定着具

2
5
0

1
0
8
.
5

杭 頭2
1
7

1
9
0
0

橋軸方向

帯鉄筋
D13

脚柱主鉄筋
D25

116.5116.5 2267

中間帯鉄筋 D13
※機械式定着具

帯鉄筋
D13

脚柱主鉄筋
D25

2500

2.0% 2.0%

水平補強鉄筋 D16
※機械式定着具

橋座かぶせ筋
D16

115.5 111.5

92.5 99.5

150150 2200

1
5
0

1
0
0

中間帯鉄筋
D13

主鉄筋
D25

帯鉄筋
D13

150

7
0

9

機械式定着具
9t×40×70

2
5
0

70

9

橋軸方向鉄筋
D16

スターラップ
D16

橋軸直角方向鉄筋
D16

機械式定着具
9t×40×70

34.5 115.5

3
3

2
1
7

水平補強鉄筋
D16

帯鉄筋
D13

橋座かぶせ筋
D16

150

7
0

9

機械式定着具
9t×40×70

50.5 99.5

主鉄筋
D25

lo=r

R

l

Lo

L1 = L-Lo+lo
Lo = πR+l
lo = r
r = R-D/2

L1:※機械式定着具の鉄筋長
L :両端半円形フックの鉄筋長
R :半円形フックの曲げ芯半径
r :半円形フックの曲げ内半径
D :※機械式定着具の鉄筋径

BP1橋脚配筋図（その４）

徳島東環状線

図面番号

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺 図示

事業者名 徳島県東部県土整備局（徳島）

徳島市末広３丁目

工事名

36
縮小版

34

Ｒ1徳環 徳島東環状線 徳・末広３ 高架橋下部工事

（担い手確保型）



1.540 =

32D

13D

32V = 1/4 x

頭部中詰コンクリート

mx π x0.972 1.143

ずれ止めストッパー

K2

SS400 ずれ止め

0.53

14.08

6

27.04

〃

kg

1.77

2.36

0.0885

378

15

2018.88

52.98

kg

〃 0.995

6.23

〃

PL

杭頭・継ぎ手

鉄筋

K1

K3

431 kg

〃

〃

〃

〃

1.77 3

18

裏当てリング

ストッパー

5.43 16.29

0.565 0.0170 0.31

3030

x 12 x 298125PL-

PL- 25 50x9x

PL- 50 3065x4.5x

PL- 6 30x12x

2990

〃

〃

〃

〃

SD345

〃13D 38103.80〃 0.9953820

σck=24N/mm

x 12 x 3179300PL- 28.3 89.97 1 89.97 先端補強バンド〃

x

x

x

〃 SS400

小 計

3

杭 頭 鉄 筋

kg SD345

頭部中詰コンクリート 1.143m 4.57

D 32

13D 〃

〃

〃

378

53

431 1724

212

1512

σck=24N/mm2

kg

399.80 SM490A

項 目 寸 法 数 量杭1本当り単位 摘 要

1基当り 鋼管数量 本4材料集計表

〃 x 12 x 120100PL- 6.78〃 1.139.42 6 SM490A

プレート
〃

SS400121.18 485

(杭1本当り)材料表
摘 要材質質 量本数単位 単位質量 1本当り質量形 状 寸 法種別

鋼管

中杭1,2,下杭x x 11 00010φ 1000 3t 244 2684 8052

鋼管本体kg SKK490PIPE 上杭x x 10 00014φ 1000 1t 340 3400 3400

〃 〃 〃 〃

上杭2 00010φ 1000 1t 244 488 488〃 〃〃xx 〃

〃 x 16 x 120100PL- 3.02〃 1.5112.6 2 吊金具(2)〃

吊金具(1)

鋼 管

kg

〃 8540

x

1000 10φ x t 〃34160

34001000 14φ t SKK49013600

小 計 〃 47760

「本図面は新JISA0101(2003)に基づき作成した図面である」(外形寸法)

杭頭処理図 S=1:20

底版下面

1
4
4
0

1
5
9
0

2
5
0

1
4
4
0

2
5

2
5
0

2
5

5
0
0

1
4
4
0

1
0
0

1
5
4
0

1497214

φ1000

1
0
0

9
X
1
5
0
=
1
3
5
0

1
4
0

K 1 D32 K 1 D32

K 3 D13

K 2 D13

K 3 D13

ずれ止め
(内側2段)

ずれ止め用ストッパー
(円周等配3ヶ所/1段)

中詰コンクリート
σck=24N/mm2

75 850 75

φ1000

K 2 D13

BP1橋脚鋼管杭詳細図

φ1000

75 850 75

20X134=2670

K 1 D32

K 2 D13

φ1000

75 850 75

20X134=2670

K 1 D32

K 3 D13

ずれ止め
(内側2段)

ずれ止め用ストッパー
(円周等配3ヶ所/1段)

鉄筋加工図 S=1:20

3
0
3
0

K
1

2
0
-
D
3
2

X
3
0
3
0

908

17
0

105

176

170

10
5

176

662

K 2 10-D13 X 3820

818

462

K 3 5-D13 X 2990

1 1

2 2

1 - 1

2 - 2

ずれ止め

2
5

12

(ニュートラルライン)
2981

35

4
0

4
X
3
0
0
=
1
2
0
0

2
0
0

底版下面鉄筋

S=1:20

S=1:5鋭角フック詳細図

帯鉄筋
D13

46

130

17
6

R=32.5

1
7
0

主鉄筋
D32

S=1:5吊金具図

φ40

6

6

1
2

100

55

25

2
5

1
2
0

6
0

6
0

9

9
1
6

φ40

2
5

1
2
0

25

55

100

6
0

6
0

吊金具(1) 吊金具(2)

5000

1000 1000

1
0
0
0

1
0
0
0

4
5
0
0

杭配置図 S=1:100

P
6
橋

脚
側

B
A
1
橋

台
側

3000

2
5
0
0

12

S=1:2A部詳細図

ずれ止め
PL-25x12x2981
(SS400)

ずれ止めストッパー
PL-25x9x50(SS400)

S=1:2現場継手図

ルート間隔保持ビード

80-6ヶ所

10

φ1000

1
5

106

φ1000

3
0

2
53
5

5
0

4.5

1
～

4

裏当リング
PL-50x4.5x3065

ストッパー(円周等配6ヶ所)
PL-6x12x30

工場取付

S=1:2ずれ止めストッパー

5
0

25 9

(銅バンド)

45°以上

0～2.4

A部 12

S=1:10ずれ止め詳細図

φ1000

2
5
2
5

2
5
0

2
5
0

2
5

2
5

ずれ止め
PL-25x12x2981
(SS400)

ずれ止めストッパー 3ヶ所
PL-25x9x50(SS400)

14

鋼管杭構成図 S=1:200

先端補強バンド

φ1000

吊金具(1)

吊金具(1)

(
t
=
1
0
)
【

S
K
K
4
9
0
】

(
t
=
1
0
)
【

S
K
K
4
9
0
】

(
t
=
1
0
)
【

S
K
K
4
9
0
】

吊金具(1)

吊金具(2)

杭
長

4
5
0
0
0

下
杭

1
1
0
0
0

中
杭

2
1
1
0
0
0

中
杭

1
1
1
0
0
0

上
杭

1
2
0
0
0

(
t
=
1
4
)

【
S
K
K
4
9
0
】

(
t
=
1
0
)

【
S
K
K
4
9
0
】

2
0
0
0

1
0
0
0
0

工場円周
溶接部

6

杭先端

6

S=1:3先端補強バンド詳細図

12

3
0
0

1
8

10

φ1000

先端補強バンド
PL-300x12x3179

BP1橋脚鋼管杭詳細図

徳島東環状線

図面番号

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺 図示

事業者名 徳島県東部県土整備局（徳島）

徳島市末広３丁目

工事名

36
縮小版

35

Ｒ1徳環 徳島東環状線 徳・末広３ 高架橋下部工事

（担い手確保型）



▽0.180 ▽0.1805
0
0

2
3
3
0

4
6
7
0

TP+0.310

TP+1.310(鋼矢板天端)

TP+0.180(設計水位)

TP+0.810(設計用地盤面) 5
0
0

4
6
7
0

8
0
0
0

6800

5
0
0

2
3
3
0

4
6
7
0

5
0
0

4
6
7
0

8
0
0
0

6800

正面図 側面図

TP+0.310

TP+1.310(鋼矢板天端)

WL＋0.180(設計水位)

TP+0.810(設計用地盤面)

B(盛土層)

Ac1(第1粘性土層)

As1(第1砂質土層)

III型 480.040 19200鋼矢板 8000 60.0

部材長 単位質量本数 質 量
摘 要

SY295

仮設土留工数量表

(mm) (kg/m)(枚) (kg)

32640小計

種 別 鋼 材 形 式
一本当り質量

(kg/m)

SS400 加工材2 655.0 1310腹起し材 H-300×300×10×15孔 100.06550

5950 2 595.0 1190100.0〃 〃

隅火打ち材

〃

1830 4 SS400 加工材183.0 732100.0H-300×300×10×15孔

kg

小計 3232 kg

合計

副部材 A

副部材 B 3232 × 0.04

3232 × 0.22 711 kg

129 kg

=

=

4072 kg

注) 隅火打長は隅火打実長-1.0m(火打受ピース)を差し引いた長さである。

3360012

112004

盛土層(最上部層) 20

16

― 40.0

第1砂質土層

1.300

0.800 28

地層名
層厚
(m)

設計Ｎ値
γt(kN/m3)
単位重量 粘着力

C(kN/m2) 抵抗角

φ(°)

せん断
変形係数

αE0(kN/m2)

土質定数一覧表

記号

B

Ac1

260009 17 33.0第2粘性土層 7.700As1

236006 18 ―第2粘性土層 7.500 44Ac2-1

―

―

平面図

〃 〃〃 III型(埋殺し分) 480.028 134408000 60.0

埋
殺

し
鋼

矢
板

埋殺し鋼矢板

埋殺し鋼矢板

L
E
-
I

A
-
I
P
.
2

N
O
.
3
8

N
O
.
2
1

1
.
2
0

1
.
0
3

1
.
0
2

.
8
0

0
.
6
2

0
.
6
6

調査ボーリング

Bor R1-1（BP1）

L=51m

12x400=4800 5x400=2000

125 6550 125

6800

1
2
5

6
5
5
0

1
2
5

1
7
x
4
0
0
=
6
8
0
0

1
9
5
0

1950

11x400=4400 6x400=2400

2
8
3
0

TP-2.020(掘削底面)

1375 5000 425

TP-6.690

2
8
3
0

TP-2.020(掘削底面)

1150 4500 1150

TP-6.690

2300 2300

28
30

隅火打ち L=1.83m
H-300x300x10x15孔

隅火打ち L=1.83m
H-300x300x10x15孔

1
1
5
0

4
5
0
0

1
1
5
0

1
7
x
4
0
0
=
6
8
0
0

腹起し材 L=5.95m
H-300x300x10x15孔

腹起し材 L=6.55m
H-300x300x10x15孔

6800

1375 5000 425

2
3
0
0

2
3
0
0

3
0
0

5
9
5
0

3
0
0

腹起し材 L=6.55m
H-300x300x10x15孔

腹起し材 L=5.95m
H-300x300x10x15孔

B
A
1
橋

台
側

P
6
橋

脚
側

NO
.1
2+
6.
11
5

腹起し材 L=5.95m
H-300x300x10x15孔

腹起し材 L=5.95m
H-300x300x10x15孔

鋼矢板SP-III型
L=8.000m,N=68枚

鋼矢板SP-III型
L=8.000m,N=68枚

均しコンクリート t=200mm
(σck≧18N/mm2)

基礎砕石(単粒砕石 t=100mm)

鋼矢板SP-III型
L=8.000m,N=68枚

鋼矢板SP-III型
L=8.000m,N=68枚

均しコンクリート t=200mm
(σck≧18N/mm2)

基礎砕石(単粒砕石 t=100mm)

腹起し材 L=6.55m
H-300x300x10x15孔

腹起し材 L=6.55m
H-300x300x10x15孔

BP1橋脚土留工詳細図S=1:100

N
O
.
1
2

N
O
.
1
2

1
.
0
4

0
.
9
3

1
.
0
7

0
.
6
5

H
-
0
7
A

仕

汚

汚

汚

汚

汚

ポ
ー

ル
コ

ー
ン

ポ
ー

ル
コ

ー
ン

0
.
8
9

ナ
カ

1
S
4

BP1橋脚土留工詳細図

徳島東環状線

図面番号

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺 図示

事業者名 徳島県東部県土整備局（徳島）

徳島市末広３丁目

工事名

36
縮小版

36

Ｒ1徳環 徳島東環状線 徳・末広３ 高架橋下部工事

（担い手確保型）


	00_図面目録(当初)
	01_(本線P6-P10径間)橋梁一般図
	02_(Bランプ)橋梁一般図
	03_(本線P6-P10径間)下部工位置図
	04_(Bランプ)下部工位置図
	05_P7橋脚構造図
	06_P7橋脚配筋図(その1)
	07_P7橋脚配筋図(その2)
	08_P7橋脚配筋図(その3)
	09_P7橋脚配筋図(その4)
	10_P7橋脚配筋図(その5)
	11_P7橋脚配筋図(その6)
	12_P7橋脚配筋図(その7)
	13_P7橋脚鋼管杭詳細図
	14_P7橋脚土留工詳細図
	15_BA1橋台構造図(その1)
	16_BA1橋台構造図(その2)
	17_BA1橋台配筋図(その1)
	18_BA1橋台配筋図(その2)
	19_BA1橋台配筋図(その3)
	20_BA1橋台配筋図(その4)
	21_BA1橋台配筋図(その5)
	22_BA1橋台配筋図(その6)
	23_BA1橋台配筋図(その7)
	24_BA1橋台配筋図(その8)
	25_BA1橋台配筋図(その9)
	26_BA1橋台配筋図(その10)
	27_BA1橋台鋼管杭詳細図
	28_BA1橋台土留工詳細図
	29_(参考図)BA1橋台背面排水工計画図
	30_BP1橋脚構造図
	31_BP1橋脚配筋図(その1)
	32_BP1橋脚配筋図(その2)
	33_BP1橋脚配筋図(その3)
	34_BP1橋脚配筋図(その4)
	35_BP1橋脚鋼管杭詳細図
	36_BP1橋脚土留工詳細図
	バインダ1.pdfから挿入したしおり
	00_図面目録(当初)
	01_(本線P6-P10径間)橋梁一般図
	02_(Bランプ)橋梁一般図
	03_(本線P6-P10径間)下部工位置図
	04_(Bランプ)下部工位置図
	05_P7橋脚構造図
	06_P7橋脚配筋図(その1)
	07_P7橋脚配筋図(その2)
	08_P7橋脚配筋図(その3)
	09_P7橋脚配筋図(その4)
	10_P7橋脚配筋図(その5)
	11_P7橋脚配筋図(その6)
	12_P7橋脚配筋図(その7)
	13_P7橋脚鋼管杭詳細図
	14_P7橋脚土留工詳細図
	15_BA1橋台構造図(その1)
	16_BA1橋台構造図(その2)
	17_BA1橋台配筋図(その1)
	18_BA1橋台配筋図(その2)
	19_BA1橋台配筋図(その3)
	20_BA1橋台配筋図(その4)
	21_BA1橋台配筋図(その5)
	22_BA1橋台配筋図(その6)
	23_BA1橋台配筋図(その7)
	24_BA1橋台配筋図(その8)
	25_BA1橋台配筋図(その9)
	26_BA1橋台配筋図(その10)
	27_BA1橋台鋼管杭詳細図
	28_BA1橋台土留工詳細図
	29_(参考図)BA1橋台背面排水工計画図
	30_BP1橋脚構造図
	31_BP1橋脚配筋図(その1)
	32_BP1橋脚配筋図(その2)
	33_BP1橋脚配筋図(その3)
	34_BP1橋脚配筋図(その4)
	35_BP1橋脚鋼管杭詳細図
	36_BP1橋脚土留工詳細図


